
宮大工になり寺社建てます 

　この春、都立蔵前工業高校の建築科を

卒業し、4月から12期生として東京建築カ

レッジに通う岡部晴菜さん。 

　もっと建築を勉強したい気持ちと就職

かの選択肢で迷っていたところ、高校の先

生にすすめられてカレッジを見学し、入学

を決意しました。 

建築カレッジ1年 

岡部 晴菜さん 

※（株）日立建機教習センタ等の登録講習機関を紹介しています。 

年間を通じて行っています 

仕事にこだわりを感じたら… 
あなたの向上心を応援 

労働安全衛生法関連講習 

足場/職長・安全衛生者教育/石綿特別教育/コンクリー
ト解体/小型移動式クレーン/高所作業車/玉掛/車両系
建設機械/ガス溶接/アーク溶接/有機溶剤/型枠/地山
土止め など 

パソコン関連講習 

Word基本/Excel基本･応用/AutoCAD/パソコン経
理/簡単CGパース/JW-CAD/ホームページ作成 

その他 

塗装技術講習/職業訓練指導員/福祉住宅環境コーディ
ネーター/増改築相談員 

●主な講習会 

 

木造建築の伝統技能と現代技術を学ぶ 

アーク溶接特別教育 

石綿作業主任者講習 

建築カレッジ木造組立実習 

作業主任者技能講習から 
CAD製図まで 資格・技術 12

18 19仕事・経営に役立つ業務 

　東京土建技術研修センターは、東京労働局の登録教習機関とし

て、足場や石綿など1１種目の作業主任者技能講習をおこなってい

ます。二級建築士受験準備講座やCAD製図講座、パソコン経理講

座、職長・安全衛生責任者教育、若者を対象とした規矩術講習や

塗装技術講習など各種講習をおこなっています。 

　昨年は、アスベスト対策講習をはじめ年間約8,000人の仲間が各

種の講習を受講し、仕事と生活を守る活動をすすめています。 

アスベスト対策講習が充実 

●技能士 
　卒業時の「技能照査」に合格すると、技能士補の称号を

得ます。さらに、1級・2級技能検定受検に必要な実務経験年

数の短縮や、学科試験免除の特典があります。 

●建築士 
　卒業と同時に2級建築士・木造建築士の受験資格、卒業

後4年の実務経験で1級建築士の受験資格が得られます。 

●職業訓練指導員 
　卒業後3年の実務経験で指定の講習を受講すれば、職

業訓練指導員の資格が得られます。 

研修生の特典 

　研修生を雇用保険に加入させている建設の事業主が受

給できる助成制度があります。1年の平均受給額は約60～70

万円です。 

事業主への助成 

東京土建の技術技能講習　年間予定表（2007年9月～2008年3月） 
2007年9月 10月 11月 12月 2008年1月 2月 3月 

石綿特別教育 石綿特別教育 

ガス溶接 研削砥石 

有機溶剤 

職長・安全
責任者 

職長・安全
責任者 

職長・安全
責任者 

職長・安全
責任者 

職長・安全
責任者 

足場 足場 

木材加工 アーク溶接 酸欠・硫化 型枠 地山土止め 

ガス溶接 

技能検定 
（後期募集） 

カレッジ祭 
東京建築 
カレッジ 
2次入試 

東京建築 
カレッジ 
卒業式 

パソコン 
基本 

パソコン 
基本 

Excel基本 

Excel基本 

東京建築
カレッジ 
1次入試 

職業訓練 
指導員 
（～12月） 

職業訓練 
指導員 

建築技術 
見学会 

住環境福祉 
コーディネーター 

建設経理 
3級 

増改築 
相談員 

（新規・更新） 

増改築 
相談員 

（新規・更新） 

JW-CAD JW-CAD JW-CAD 
応用 

デジカメ 
活用 

パソコン 
経理 

ホームページ 
実践 

石綿作業 石綿作業 石綿作業 

刈払機 

高所作業車 高所作業車 

車両建設機械 

高所作業車 

小型移動式
クレーン 

小型移動式
クレーン 

小型移動式
クレーン 

フォーク 
リフト 

玉掛 玉掛 玉掛 車両系解体 

二級建築士 
受験準備 
講 座  

労働安全 
衛 生 法  
関連講習 

パソコン  
関連講習 

 
そ の 他  

学科試験 
合格発表・
製図試験 

学科受講生
募集開始 

製図試験 
合格発表 

二級建築士
受験準備 
講座（～7月） 

営業と仕事をグレードアップ 
●建設現場には作業主任者が必要 
労働安全衛生法により建設現場には「作業主任者」

を配置しなければなりません。もし、「作業主任者」を

配置しないで作業をした場合、事業者は6ヵ月以下

の懲役または50万円以下の罰金に処せられます。 

●資格チャレンジ助成金 
青年部員（30歳未満）を対象にした制度です。青年

部に入ってスキルアップにチャレンジしましょう。 

受講した講習によって3,000円～20,000円の助成金

が受けられます。 

　東京建築カレッジは、毎週月～木まで建築の現場で働き、金・土の2日間登校して学ぶ、新しいタイプの短期大学校です。卒業までの2年間に

約2800時間の高度職業訓練のカリキュラムを学びます。実習では、道具作り・規矩術の基本から始めて、実物大の実習棟を一棟立ち上げます。

学科は、住宅概論・安全工学・建築構造力学・構造設計・設計製図・建築CADなど多岐にわたります。日本の伝統的な木造建築技術の基本か

ら、現代に求められる技術までを総合的に学び、本物の家作りを通し、若き建設職人・新しい時代の建築スペシャリストを養成しています。 

職業能力開発短期大学校 
高度職業訓練専門課程／居住システム系建築科 東京建築カレッジ 

新しい時代の建築スペシャリストを育成－本物の家づくりを通して－ 
2年制、（金）（土）登校日 

応 募 資 格  
 
 

試 験 日  
 
 

定 　 　 員  

学 費  
 

募 集 期 間  

学校説明会  

建築の仕事に携わりながら、建築技術・技能
者を志す意欲のある方で、①高校卒業以上、
②18歳以上で学校長が①と同等と認めた方。 

一次試験　2007年11月19日（月） 
二次試験　2008年2月12日（火） 
※試験は作文と面接による 

20人 

入学金10万円、授業料月額3万円 
（組合員以外は3万8千円） 

2007年8月1日～2008年2月7日 

①2007年11月6日（火） 
②2008年1月22（火） 

03（5950）1771

2008年度研修生募集要項 
 

※詳しくは、技術研修センターにお問い合わせください 




